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◎ 

御
触
書
留
帳
（
左
家
文
書
） 

 

【
釈
文
】 

（
上
半
分
） 

計
可
有
之
候
、
以
上
、 

子
五
月
十
三
日 

平
野
順
治 

 

村
々 

 
 

庄
屋
中 

野
寄
村
ゟ
三
条
村
迄
早
々 

順
達 

公
方
様
一
昨
七
日 

京
都
御
発
駕
大
坂 

御
城
江
被
遊
着 

御
候
、
尤
兼
而
相 

触
候
通
、
諸
事 

相
慎
可
致
穏
便 

（
下
半
分
） 

候
、
其
旨
可
相
心
得 

も
の
也
、 

子
五
月
九
日 

 
 
 
 
 

郡
代 

 
 
 
 
 
 

大
灘
中
灘 

 
 
 
 
 
 
 

村
々
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄 

 

別
紙
御
触
書
壱
通 

到
来
ニ
付
、
相
廻
候
間
、 

其
旨
御
承
知
可
被
成
候
、
以
上
、 

子
五
月
十
三
日 

大
庄
屋
所 

 
 

村
々
庄
屋
中 

尚
々
野
寄
村
ゟ
三
条
村
迄 

夫
ゟ
郡
家
村
ゟ
坂
本
村
迄 

早
々
順
達
可
被
成
候
、 

 
【
読
み
下
し
】 

（
上
半
分
） 

計
こ
れ
有
る
べ
く
候
、
以
上
、 

子
五
月
十
三
日 
平
野
順
治 

 

村
々 

 
 

庄
屋
中 

野
寄
村
よ
り
三
条
村
ま
で
早
々
順
達
、
公
方
様
一
昨
七
日
京

都
御
発
駕
、
大
坂
御
城
へ
着
御
遊
ば
さ
れ
候
、
尤
兼
て
相
触

候
通
、
諸
事
相
慎
み
穏
便
致
す
べ
く
（
下
半
分
）
候
、
其
旨

相
心
得
う
べ
き
も
の
也
、 

子
五
月
九
日 

 
 
 
 
 

郡
代 

 
 
 
 
 
 

大
灘
中
灘 

 
 
 
 
 
 
 

村
々
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄 

 

別
紙
御
触
書
壱
通
到
来
ニ
付
、
相
廻
し
候
間
、
其
旨
御
承
知

成
さ
る
べ
く
候
、
以
上
、 

子
五
月
十
三
日 

大
庄
屋
所 

 
 

村
々
庄
屋
中 

尚
々
野
寄
村
よ
り
三
条
村
ま
で
、
そ
れ
よ
り
郡
家
村
よ
り
坂

本
村
ま
で
早
々
順
達
成
さ
る
べ
く
候
、 

 

【
大
意
】 

将
軍
様
は
一
昨
日
の
七
日
に
京
都
を
出
発
さ
れ
、
大
坂
城
に

お
着
き
に
な
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
伝
え
た
よ
う
に
、
何
事
も

慎
み
、
穏
便
に
す
る
よ
う
、
そ
の
旨
心
得
る
よ
う
に
。 

 

【
注
・
解
説
】 

野
寄
（
の
よ
り
）
村
（
む
ら
）：
現
在
の
神
戸
市
東
灘
区
本

山
町
野
寄
・
西 

岡
本
・
田
中
付
近
に
あ
っ
た
村
。 

郡
代
（
ぐ
ん
だ
い
）：
幕
府
直
轄
地
の
行
政
を
担
当
す
る
役

職
。 

年
寄
（
と
し
よ
り
）：
庄
屋
の
補
佐
を
し
た
村
役
人
。
有
力

な
農
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。 

大
灘
（
お
お
な
だ
）・
中
灘
（
な
か
な
だ
）：
尼
崎
藩
の
支
配

地
域
の
う
ち
、
武
庫
郡
を
中
灘
、
菟
原
郡
・
八
部
郡
を
大
灘

と
言
っ
た
。 

 



郡
家
村
（
ぐ
ん
げ
む
ら
）：
東
灘
区
御
影
町
郡
家
付
近
に
あ

っ
た
村
。 

坂
本
村
：
神
戸
市
中
央
区
楠
町
付
近
に
あ
っ
た
村
。 

 

元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）
の
奉
幣
使
に
際
し
、
郡
代
か

ら
沿
道
の
村
々
に
当
て
て
、
寺
社
奉
行
が
出
し
た
御
触
書
の

命
令
を
遵
守
す
る
こ
と
、
御
触
書
を
各
村
へ
伝
達
す
る
こ
と

な
ど
を
命
じ
て
い
る
。
当
時
は
公
武
合
体
の
最
中
で
あ
り
、

五
月
二
日
に
参
内
し
た
将
軍
徳
川
家
茂
は
七
日
に
は
京
都
か

ら
大
坂
城
へ
入
っ
た
。
こ
の
年
三
月
に
筑
波
山
で
天
狗
党
が

挙
兵
し
て
お
り
、
五
月
に
は
絵
師
の
冷
泉
為
恭
が
尊
王
攘
夷

派
に
暗
殺
さ
れ
る
な
ど
、
騒
然
と
し
た
情
勢
で
も
あ
っ
た
。 

 

【
釈
文
】 

（
上
半
分
） 

端
ニ
せ
つ
い
ん
等 

有
之
候
ハ
ゝ
、
葮
簀
ニ
而 

囲
ひ
可
申
候
、
并
農 

壺
等
圦
有
之
候
ハ
ゝ
、 

是
又
囲
ニ
候
歟
、
取
払 

可
申
候
様
被 

仰
付
候
間
、 

其
段
御
心
得
可
有
之
候
、 

一
年
寄
壱
人
之
村
方
ハ 

其
村
之
心
得
ニ
而
両
人 

ニ
い
た
し
、
御
地
頭
様 

ゟ
被
差
出
候
御
足 

軽
之
御
先
江
両
例
ニ 

 

（
下
半
分
） 

な
ら
ひ
御
案
内
可 

仕
候
、 

一
庄
屋
年
寄
着
類 

之
義
、
木
綿
布
ニ
而
羽 

織
者
右
ニ
准
シ
着 

用
、
尤
何
連
茂
紋
付 

可
被
成
候
、 

一
往
還
筋
江
ま
き 

砂
仕
候
様
被 

仰
付
候
、 

一
御
道
筋
箒
を 

引
候
義
、
御
当
日 

村
々
往
道
江
人
足 

 

【
読
み
下
し
】 

（
上
半
分
） 

端
ニ
せ
つ
い
ん
等
こ
れ
有
候
ハ
ゝ
、
葮
簀
ニ
て
囲
ひ
申
す
べ

く
候
、
并
び
に
農
壺
等
圦
（
い
り
）
こ
れ
有
り
候
ハ
ゝ
、
是

又
囲
ニ
候
か
、
取
払
ひ
申
べ
く
候
様
被
仰
せ
付
け
ら
れ
候

間
、
其
段
御
心
得
こ
れ
有
る
べ
く
候
、 

一
年
寄
壱
人
之
村
方
ハ
其
村
之
心
得
ニ
て
両
人
ニ
い
た
し
、

御
地
頭
様
よ
り
差
出
さ
れ
候
御
足
軽
之
御
先
へ
両
例
ニ 

 

（
下
半
分
） 

な
ら
ひ
御
案
内
仕
る
べ
く
候
、 

一
庄
屋
年
寄
着
類
之
義
、
木
綿
布
ニ
て
羽
織
は
右
ニ
准
シ
着

用
、
尤
も
い
ず
れ
も
紋
付
成
さ
る
べ
く
候
、 

一
往
還
筋
へ
ま
き
砂
仕
り
候
様
仰
せ
付
け
ら
れ
候
、 

一
御
道
筋
箒
を
引
候
義
、
御
当
日
村
々
往
道
へ
人
足 

 

【
大
意
】 

（
上
半
分
） 

一
庄
屋
・
年
寄
の
衣
服
は
木
綿
と
し
、
羽
織
を
着
る
こ
と
。

ま
た
紋
付
と
す
る
こ
と
。 

一
往
還
筋
に
は
砂
を
撒
い
て
お
く
よ
う
に
、
と
の
ご
命
令
で

あ
る
。 

一
御
道
筋
は
箒
で
掃
除
し
、（
以
下
略
） 

（
下
半
分
） 

道
端
に
便
所
が
あ
れ
ば
葭
簀
で
囲
っ
て
お
く
こ
と
、
野
壺
な

ど
は
囲
む
か
取
り
払
っ
て
お
く
よ
う
に
、
と
の
ご
命
令
な
の

で
、
心
得
て
お
く
よ
う
に
。 

一
年
寄
が
一
人
し
か
い
な
い
村
は
そ
の
村
の
取
り
計
ら
い
で

（
当
日
は
年
寄
を
）
二
人
と
し
、
御
領
主
か
ら
派
遣
さ
れ
た

御
足
軽
の
先
に
（
以
下
略
） 

 

【
注
・
解
説
】 



せ
つ
い
ん
：
雪
隠
。
便
所
の
こ
と
。 

葭
簀
：
葦
簀
（
よ
し
ず
）。
ア
シ
や
ヨ
シ
（
芦
・
葦
）
で
編

ん
だ
日
よ
け
・
人
目
よ
け
。 

地
頭
：
じ
と
う
。
領
主
の
こ
と
。 

 

街
道
の
掃
除
や
美
観
、
出
迎
え
の
際
の
衣
服
な
ど
細
か
く

指
示
を
し
て
お
り
、
勅
使
に
対
し
て
か
な
り
気
を
遣
っ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

【
釈
文
】 

（
上
半
分
） 

并
致
篭
用
意 

罷
出
候
間
、
可
然
旨
存
候
、 

尤
引
候
義
前
後
御 

見
合
之
上
ニ
可
被
成
候
、 

一
御
通
行
之
節
御 

先
立
年
寄
等
弐
人 

庄
屋
御
跡
ゟ
罷
越 

候
様
前
書
ニ
申
通
候 

得
共
、
文
化
ゟ
御
幣 

物
御
長
持
六
棹
御 

勅
使
様
与
者
余 

程
は
な
れ
御
越 

 

（
下
半
分
） 

之
趣
茂
有
之
候 

ニ
付
、
御
幣
物
御 

長
持
ニ
年
寄
代
リ 

と
し
て
頭
百
姓
弐
人 

差
出
可
然
与
存
候
、 

尤 御
勅
使
様
ニ
茂 

年
寄
弐
人
御
先
立 

有
之
候
間
、
可
然
与
存
候
、 

此
旨
御
心
得
迄
申
入
候
、 

右
之
通
御
心
得
間
、 

違
無
之
様
御
取 

 

【
読
み
下
し
】 

（
上
半
分
）
并
び
に
篭
用
意
致
し
罷
出
で
候
間
、
然
る
べ
き

旨
存
じ
候
、
尤
引
候
義
前
後
御
見
合
之
上
ニ
成
さ
る
べ
く

候
、 

一
御
通
行
之
節
御
先
立
年
寄
等
弐
人
庄
屋
御
跡
よ
り
罷
り
越

し
候
様
前
書
ニ
申
通
候
得
ど
も
、
文
化
よ
り
御
幣
物
御
長
持

六
棹
御
勅
使
様
と
は
余
程
は
な
れ
御
越
（
下
半
分
）
之
趣
も

こ
れ
有
候
ニ
付
、
御
幣
物
御
長
持
ニ
年
寄
代
リ
と
し
て
頭
百

姓
弐
人
差
出
然
る
べ
き
と
存
じ
候
、
尤
御
勅
使
様
ニ
も
年
寄

弐
人
御
先
立
こ
れ
有
り
候
間
、
然
る
べ
き
と
存
じ
候
、
此
旨

御
心
得
ま
で
申
し
入
れ
候
、
右
之
通
御
心
得
の
間
、
違
ひ
こ

れ
な
き
様
御
取
、 

【
大
意
】
【
解
説
】
略 

 ---------------------------------------------------------------------- 

 

◎
地
床
取
替
証
文
（
左
家
文
書
） 

 

【
釈
文
】 

 

地
床
為
取
替
証
文
之
事 

一
摂
津
国
河
邊
郡
同
武
庫
郡
両
郡
境
字 

 

蓬
川
流
末
西
御
見
立
新
田
之
儀
者
我
等
開
発 

 

被
為 

仰
付
候
ニ
付
、
水
縁
村
々
引
合
為
取
替
証
文
、 

 

其
外
諸
願
向
き
等
諸
事
我
等
一
名
ニ
而
取
扱
ニ
御
座
候
得
共
、 

 

其
許
殿
并
高
木
村
直
左
衛
門
殿
右
両
人
加
入
有
之
、 

 

今
般
右
新
開
発
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
尤
地
床
有
畝 

 

反
別
之
義
何
程
有
之
候
共
、
我
等
并
其
許
殿
直
左
衛
門
殿 

 

右
三
人
三
ツ
割
壱
分
宛
所
持
ニ
究
メ
候
、
然
ル
上
者
、
右
新
田 

 

下
作
人
ゟ
毎
歳
十
一
月
限
リ
壱
反
歩
ニ
付
米
六
斗
宛 

 

皆
米
納
之
積
を
以
右
三
人
立
会
小
作
人
ゟ
下
作
米 

 

取
立
可
致
候
、
右
作
人
米
内
ニ
而
御
年
貢
米
并
諸
役 

 

諸
掛
リ
等
御
上
納
仕
、
残
作
徳
米
永
々
三
人
立
会 

 

無
高
下
三
ツ
割
ニ
可
致
約
定
ニ
御
座
候
、
依
之
後
々
年
ニ 

 

至
申
共
、
互
ニ
約
定
違
変
無
之
様
、
右
新
田
地
床 

 

作
徳
米
割
賦
可
致
候
、
若
又
三
人
之
内
勝
手
ニ
付
右 

 

地
床
外
方
江
譲
渡
シ
候
歟
、
質
地
ニ
差
入
候
共
、
右
三
人 



 
立
会
熟
談
之
上
相
互
ニ
至
子
々
孫
々
迄
、
故
障 

 

無
之
様
調
印
可
致
候
、
為
後
証
為
取
替
証
文
依
而
如
件
、 

 
 

 
 

但
右
新
田
御
竿
請
仕
御
検
地
帳
開
発
人 

 
 
 

御
名
代
我
等
江
御
下
ケ
被
為 

成
下
候
節
、
右
御
検
地 

 
 

帳
之
通
写
相
認
メ
其
許
殿
并
直
左
衛
門
殿 

 
 

右
両
人
江
壱
冊
宛
我
等
調
印
仕
相
渡
可
申 

 
 

約
定
ニ
御
座
候
、
尤
右
新
田
諸
普
請
入
用
等
者 

 
 

立
会
出
銀
可
致
候
事
、 

 
 
 
 
 
 
 

右
御
見
立
新
田 

 
 
 
 
 
 
 
 

開
発
御
名
代 

 
 
 
 
 
 
 

播
州
兎
原
郡 

 
 

嘉
永
七
年
寅
年 

 

三
条
村 

 
 
 
 
 
 

五
月 

 
 

八
郎
兵
衛
㊞ 

  

前
書
之
通
右
三
人
開
発
相
違
無
之
候
ニ
付
、
書
面
之 

 

作
徳
米
立
会
永
々
無
高
下
割
賦
可
致
相
対 

 

約
定
ニ
付
、
我
等
奥
証
依
而
如
件
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
新
田
開
発
加
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
州
武
庫
郡
高
木
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

証
人 

 

直
左
衛
門
㊞ 

  
 
 
 
 
 

右
新
田
開
発
加
入 

 
 
 
 
 
 
 

同
州
河
邊
郡
尼
ケ
崎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
在
家
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
瀬
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

善
四
郎
殿 

 

【
読
み
下
し
】 

地
床
為
取
替
証
文
之
事 

一
摂
津
国
河
邊
郡
同
武
庫
郡
両
郡
境
字
蓬
川
流
末
西
御
見
立

新
田
之
儀
者
我
等
開
発
仰
付
け
さ
せ
ら
れ
候
ニ
付
、
水
縁

村
々
引
合
証
文
取
替
せ
、
其
外
諸
願
向
き
等
諸
事
我
等
一
名

ニ
て
取
扱
ニ
御
座
候
得
と
も
、
其
許
殿
并
び
に
高
木
村
直
左

衛
門
殿
右
両
人
加
入
こ
れ
有
り
、
今
般
右
新
開
発
仕
り
候
処

相
違
御
座
な
く
候
、
尤
地
床
有
畝
反
別
之
義
何
程
こ
れ
有
り

候
と
も
、
我
等
并
び
に
其
許
殿
直
左
衛
門
殿
右
三
人
三
ツ
割

壱
分
宛
所
持
ニ
究
メ
候
、
然
ル
上
は
、
右
新
田
下
作
人
よ
り

毎
歳
十
一
月
限
リ
壱
反
歩
ニ
付
米
六
斗
宛
皆
米
納
之
積
を
以

右
三
人
立
会
小
作
人
よ
り
下
作
米
取
立
致
す
べ
く
候
、
右
作

人
米
内
ニ
て
御
年
貢
米
并
び
に
諸
役
諸
掛
リ
等
御
上
納
仕

り
、
残
作
徳
米
永
々
三
人
立
会
高
下
な
く
三
ツ
割
ニ
致
す
べ

き
約
定
ニ
御
座
候
、
こ
れ
に
よ
り
後
々
年
ニ
至
り
申
す
と

も
、
互
ニ
約
定
違
変
こ
れ
な
き
様
、
右
新
田
地
床
作
徳
米
割

賦
致
す
べ
く
候
、
も
し
又
三
人
之
内
勝
手
ニ
付
右
地
床
外
方

へ
譲
渡
シ
候
か
、
質
地
ニ
差
入
候
と
も
、
右
三
人
立
会
熟
談

之
上
相
互
ニ
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
、
故
障
こ
れ
な
き
様
調

印
致
す
べ
く
候
、
後
証
の
た
め
取
替
せ
証
文
よ
っ
て
件
の
ご

と
し
、 

但
し
右
新
田
御
竿
請
け
仕
る
御
検
地
帳
開
発
人
御
名
代
我
等

へ
御
下
ケ
成
し
下
さ
せ
ら
れ
候
節
、
右
御
検
地
帳
之
通
写
相

認
メ
其
許
殿
并
び
に
直
左
衛
門
殿
右
両
人
へ
壱
冊
宛
我
等
調

印
仕
り
相
渡
申
す
べ
き
約
定
ニ
御
座
候
、
尤
右
新
田
諸
普
請

入
用
等
は
立
会
出
銀
致
す
べ
く
候
事
、 

 
 
 
 
 
 
 

右
御
見
立
新
田 

 
 
 
 
 
 
 
 

開
発
御
名
代 

 
 
 
 
 
 
 

播
州
兎
原
郡 

 
 

嘉
永
七
年
寅
年 

 

三
条
村 

 
 
 
 
 
 

五
月 

 
 

八
郎
兵
衛
㊞ 

  

前
書
之
通
り
右
三
人
開
発
相
違
こ
れ
な
く
候
ニ
付
、
書
面

之
作
徳
米
立
会
永
々
高
下
な
く
割
賦
に
致
す
べ
き
相
対
約
定

ニ
付
、
我
等
奥
証
よ
っ
て
件
の
ご
と
し
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
新
田
開
発
加
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
州
武
庫
郡
高
木
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

証
人 

 

直
左
衛
門
㊞ 

  
 
 
 
 
 

右
新
田
開
発
加
入 

 
 
 
 
 
 
 

同
州
河
邊
郡
尼
ケ
崎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
在
家
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
瀬
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

善
四
郎
殿 

 

【
大
意
】 

摂
津
国
河
邊
郡
・
同
武
庫
郡
の
両
郡
の
境
に
あ
る
字
蓬
川
の

流
末
に
位
置
す
る
西
御
見
立
新
田
は
、
私
が
開
発
を
仰
せ
つ

け
ら
れ
、
今
ま
で
私
一
人
で
申
請
な
ど
行
っ
て
き
た
が
、
あ

な
た
と
武
庫
郡
高
木
村
の
直
左
衛
門
殿
と
が
開
発
に
加
わ
っ

た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
土
地
の
権
利

や
収
穫
高
、
年
貢
の
負
担
、
取
り
分
な
ど
は
す
べ
て
三
人
で



平
等
に
分
配
す
る
。
も
し
三
人
の
う
ち
誰
か
が
こ
の
土
地
の

持
ち
分
を
譲
渡
し
た
り
質
に
入
れ
た
り
し
て
も
、
右
の
内
容

は
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
証
拠
と
し
て

こ
の
証
文
を
三
人
で
取
り
交
わ
す
も
の
で
あ
る
。 

 ---------------------------------------------------------------------- 

 

◎
為
取
替
証
文
（
左
家
文
書
） 

 

【
釈
文
】 

為
取
替
証
文
之
事 

一
摂
州
河
邊
郡
同
武
庫
郡
右
両
郡
境 

 

字
蓬
川
流
末
葭
床
場
所
、
此
度
其
許 

 

新
田
畑
開
発
致
度
段
、
噯
人
を
以
当
村
方
へ 

 

被
及
懸
合
候
ニ
付
、
依
之
道
意
新
田
東 

 

囲
堤
根
ゟ
此
度
開
発
新
田
畑
迄
川
幅 

 

九
間
水
尾
筋
除
之
、
右
葭
床
場
囲
堤 

 

築
立
新
田
畑
開
発
被
致
候
義
者
勿
論
、 

 

右
新
田
用
悪
水
入
落
候
と
も
当
村
ゟ 

 

聊
差
構
無
之
相
対
約
定
御
座
候
、
為
後 

 

証
為
取
替
証
文
依
而
如
件
、 

 
 
 
 
 

同
州
河
邊
郡
西
難
波
村 

 

嘉
永
五
子
年
八
月 

 

庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
蔵
㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
右
衛
門
㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
郎
兵
衛
㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
姓
惣
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
右
衛
門
㊞ 

 
 

同
州
兎
原
郡
三
条
村 

 
 
 
 

右
開
発
人 

左
八
郎
兵
衛 

  

前
書
之
通
我
等
取
噯
申
処
相
違
無
御
座
候
、
已
上
、 

 
 
 
 
 
 

同
州
武
庫
郡
高
木
村 

 
 
 
 
 
 
 

取
噯
人 

古
塚
直
左
衛
門
㊞ 

 

【
読
み
下
し
】 

為
取
替
証
文
之
事 

一
摂
州
河
邊
郡
同
武
庫
郡
右
両
郡
境
字
蓬
川
流
末
葭
床
場

所
、
此
度
其
許
新
田
畑
開
発
致
度
段
、
噯
人
を
以
当
村
方
へ

懸
合
に
及
ば
れ
候
ニ
付
、
こ
れ
に
よ
り
道
意
新
田
東
囲
堤
根

よ
り
此
度
開
発
新
田
畑
ま
で
川
幅
九
間
水
尾
筋
こ
れ
除
き
、

右
葭
床
場
囲
堤
築
立
新
田
畑
開
発
致
さ
れ
候
義
は
勿
論
、
右

新
田
用
悪
水
入
落
候
と
も
当
村
よ
り
聊
差
構
こ
れ
な
く
相
対

約
定
御
座
候
、
後
証
の
た
め
取
替
せ
証
文
よ
っ
て
件
の
ご
と

し
、 

 
 
 
 
 

同
州
河
邊
郡
西
難
波
村 

 

嘉
永
五
子
年
八
月 

 

庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
蔵
㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
右
衛
門
㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
郎
兵
衛
㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
姓
惣
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
右
衛
門
㊞ 

 
 

同
州
兎
原
郡
三
条
村 

 
 
 
 

右
開
発
人 

左
八
郎
兵
衛 

  

前
書
之
通
り
我
等
取
噯
申
処
相
違
御
座
な
く
候
、
已
上
、 

 
 
 
 
 
 

同
州
武
庫
郡
高
木
村 

 
 
 
 
 
 
 

取
噯
人 

古
塚
直
左
衛
門
㊞ 

 

【
大
意
】 

摂
州
河
邊
郡
、
同
武
庫
郡
右
両
郡
境
の
字
蓬
川
の
流
末
の
葭

床
の
あ
る
場
所
を
、
こ
の
た
び
そ
ち
ら
様
が
新
田
畑
を
開
発

し
た
い
と
の
こ
と
で
、
仲
介
人
を
立
て
て
言
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
が
、
道
意
新
田
の
東
の
囲
み
の
堤
の
下
か
ら
新
田
畑
ま

で
川
幅
九
間
（
水
尾
筋
は
除
く
）
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
葭
の

群
生
地
に
囲
い
の
堤
を
築
い
て
開
発
さ
れ
て
も
差
し
支
え
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
新
田
か
ら
排
水
が
流
れ
て
き
ま
し
て
も
当
村

は
構
い
ま
せ
ん
。
以
上
の
内
容
を
お
約
束
し
、
後
の
証
拠
と

し
て
証
文
を
取
り
交
わ
す
も
の
で
す
。 

 



---------------------------------------------------------------------- 

 

◎
為
取
替
証
文
（
左
家
文
書
） 

 

【
釈
文
】 

 
 
 

為
取
替
証
文
之
事 

一
摂
州
河
邊
郡
同
武
庫
郡
右
両
郡
境
字
蓬 

 

川
流
末
葭
床
場
所
、
此
度
其
許
新
田
畑 

 

開
発
致
度
段
噯
人
を
以
当
村
方
へ
被
及
懸
合 

 

候
ニ
付
、
依
之
道
意
新
田
東
囲
堤
根
ゟ
此
度
開 

 

発
新
田
畑
迄
川
幅
九
間
水
尾
筋
除
之 

 

右
葭
床
場
所
囲
堤
築
立
新
田
畑
被
致
開 

 

発
候
義
者
勿
論
、
右
新
田
用
悪
水
入
落
候
共 

 

従
当
村
聊
差
講
（
構
）
無
之
相
対
約
定
ニ
御
座
候
、
為 

 

後
証
為
取
替
証
文
依
而
如
件
、 

 
 
 
 
 
 

同
州
武
庫
郡
浜
田
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
屋 

 
 

嘉
永
五
子
年 

 
 
 
 

善
左
衛
門
㊞ 

 
 
 
 
 

十
月 

 
 
 

年
寄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
右
衛
門
㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
姓
惣
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

源
兵
衛
㊞ 

 
 
 
 
 

同
州
兎
原
郡
三
条
村 

 
 
 
 
 
 
 

右
開
発
人 

左
八
郎
兵
衛
殿 

 

前
書
之
通
我
等
取
噯
申
処
相
違
無
御
座
候
、
已
上
、 

 
 
 
 
 
 
 

同
州
武
庫
郡
高
木
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 

取
噯
人 

古
塚
直
左
衛
門
㊞ 

 

【
読
み
下
し
】【
大
意
】
略 

 

【
解
説
】 

為
取
替
証
文
と
は
、
契
約
な
ど
の
内
容
を
記
し
た
証
文
を

複
数
通
作
成
し
、
当
事
者
の
間
で
保
管
し
た
文
書
で
あ
る
。

契
約
や
合
意
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
そ

の
証
拠
と
し
て
奉
行
所
な
ど
に
提
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
た
。 

西
御
見
立
新
田
は
文
久
元
年
（
一
八
六
一
年
）
に
新
し
く

開
墾
さ
れ
た
田
で
、
尼
崎
市
蓬
川
の
下
流
域
で
あ
る
東
浜
町

に
あ
っ
た
。
開
発
は
三
条
村
の
左
八
郎
兵
衛
が
始
め
た
が
、

の
ち
に
尼
崎
中
在
家
町
の
生
瀬
屋
善
四
郎
、
武
庫
郡
高
木
村

（
西
宮
市
）
の
古
塚
直
左
衛
門
ら
が
加
わ
っ
た
。 

こ
の
為
取
替
証
文
は
、
生
瀬
屋
善
四
郎
・
古
塚
直
左
衛
門

と
、
西
御
見
立
新
田
の
年
貢
負
担
や
取
分
な
ど
に
つ
い
て

後
々
紛
争
を
生
じ
な
い
よ
う
、
左
八
郎
兵
衛
と
の
間
で
合
意

内
容
を
記
し
、
交
換
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
床
（
地
主
と
し

て
の
権
利
）
や
収
穫
高
、
反
別
な
ど
は
す
べ
て
三
分
割
す
る

と
書
か
れ
て
お
り
、
後
か
ら
開
発
に
加
わ
っ
た
善
四
郎
・
直

左
衛
門
に
と
っ
て
有
利
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
西
難
波
村
（
尼
崎
市
西
難
波
町
）
と
浜
田
村
（
尼
崎

市
浜
田
町
）
と
の
為
取
替
証
文
か
ら
は
、
も
と
も
と
直
左
衛

門
は
、
西
御
見
立
新
田
の
北
側
に
位
置
す
る
西
難
波
村
・
浜

田
村
へ
の
仲
介
を
し
た
人
物
（
取
噯
人
：
と
り
あ
つ
か
い
に

ん
）
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 ---------------------------------------------------------------------- 
 

  


